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オ

ー
シ
ャ
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ら
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面
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西

野

照

太

郎

　

本
汢
帖舶
則
口

万

（
咽
州

和亠
ハ

一

年
四

月、
　

第
＝一
C

号〉

で、

中．
島
洋
氏
は
「，
ナ

ウ
ル
、

オ
ー

シ

ャ

ン

の

日

本
海
軍
」

と
い

う
短
文
の

中
で
、

連

台
軍
の

上
陸
を

見
ず
に

終
戦
を
迎
え
た

両
島

に

つ

い

て、

日

本
に

は

両
島
で

の

戦
史
が

全

く
空
白
と

な
っ

て

い

る

点
を
指
摘
し、

と

く

に

オ

ー

シ

ャ

ン

島
に

お

い

て

日

本
軍
の

占
領

下
に

起
っ

た

こ

と

を、

早
い

機
会
に

調
べ

て

お
く
べ

き
だ、

と

強
く

要
望
し

て

い

る
。

　
そ

の．
要

望
に

こ

た

え

る

た

め

の

手
掛
り

と

な

る
資
料
と

し

て、

私
は

十
年
ほ

ど
前
に

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

の

古
書
店
か

ら
入
手
し
た
一

冊
の

本
に

よ
っ

て．

太

平
洋
戦
争
中
の

オ

ー

シ

わ、
ン

島
に

つ

い

て、

原
文
の

抄
訳
を
中
心

に

情
報
を
提
供
し

て

お

き

た

い

と

思
う

。

　
そ

れ

は

サ

ー

・

ア

ル

バ

ー

ト

・
エ

リ

ス

著

「

中
部
太
平
洋
の

前
哨
点
』

の

宥

　
≧
ご
o

耳

田一一
9
　
．．

ζ

乙
・
七
p
。

三
Ω

　
〇

三

8
ω

冴
。

（
〉
二
〇

巴

巴

己
．

bσ
脱

o
ξ
コ

　
p5

位

　
しo
け
¢

≦
9

巨

⊆
斜

し
O

ま
）

と

い

う

本
で、

サ

ー
．

ア

ル

バ

ー

ト

・

エ

リ
ス

が
ナ

ウ

ル

島、

オ

ー

シ

ャ

ン

島、

ギ

ル

バ

ー

ト
・

ア

ン

ド
・

エ

リ
ス

諸

島
を、
　一

九
四

五

年
九
月
か

ら

十
月
に

か

け

て、

重

大
な

使
命
を

帯
び

て

歴
訪
し

た
紀
行

文
で

あ

る

が、

歴
史
的
な

資
料
と
し

て

も
価

値
の

高
い

も
の

と
い

え

る
。

　
サ

ー

・

ア

ル

バ

i
卜

・

エ

リ
ス

ニ

八

六

九
−・
一

九
五
一
）

は、
　一

八

九
九
年
に

グ

ア

ノ

採
掘、

コ

ブ

ラ

と

真
珠
の

貿
易
を

行
っ

て

い

た

「

太
平
洋
諸
島
会
社
」

℃

彎
…
6

誘
−

一
9
コ

α
切

OO

こ

ピ

＆
の

シ

ド

ニ

ー

営
業
所
に

地

質
学
者
と
し
て

赴
任
し

て

き

た
。

そ

こ

で

営

業
所
の

ド

ア

が

風
で

あ

お

ら

れ

な

い

た

め

に
、

玄
関
に

置
か

れ

て

い

た
一

塊
の

岩
石
に

関
心

を
も
っ

た
。

そ

れ

は

同
社
の

コ

ブ

ラ

運
搬
船

が

ナ

ウ

ル

島
の

海
岸
で

拾
っ

て、

記
念
に

持

っ

て

来
た

石
で

あ
っ

た
。

　
そ

の

岩
石
が

高
品
位
の

リ

ン

鉱
石
で

あ
っ

た

こ

と

を、

地

質
学
者
ア

ル

バ

ー

ト
・

エ

リ

ス

は

認

定
し
た

。

そ

れ

を

契
機
に

翌

年
ナ

ウ

ル

と
オ

ー

シ

ャ

ン

島
を
訪
れ
た

彼
は、

こ

の

両
島
に
白
以

質
な

リ

ン

鉱
石
が

大

量

に

埋
蔵
さ

れ

て

い

る
の

を
発

見
し
た。

そ

の

辺

の

経

緯

に

つ

い

て

は

拙
著
『．
新
・

南
方
見
聞
録
』

（

朝

日
イ

ブ・
ニ

ン

グ
・
ニ

ュ

ー

ス

社、

昭
和
五

四

年）

の

第
三

話
「

グ

ア

ノ

と

リ
ン

鉱
石
」

を

読
ん

で
い

た

だ

き

た

い
。

　
太
平
洋
諸
島
会
社
は
一

九

〇
二

年
「．
太

乎

洋
リ
ン

鉱
業
会
社
」

［．
飴

。

注
。

笙
。

魯

冨
9

00

ヨ

9
曼

に

改
組
さ
れ、

同

社
は
一

九
一

九
年
に

イ

ギ

リ

ス
、

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア、

二

．一
ー

ジ

ー

ラ

ン

ド

三

国
政
府
が

構
成
す
る、

ヲ
リ

テ
ィ

ッ

シ

ュ

・
リ
ン

鉱
業
委
員
会
」

bd

三
ジ
7

勺

ぎ
・゚

つ
7

畧
 

Oo

∋
ヨ
冨
こ。

δ
コ

（

略
し
て

BP

C）

に

買
収
さ

れ

た
。

そ

し

て

ア

ル

バ

ー

ト

。
エ

リ
ス

は

BPC

の

ニ

ュ

r
ジ

ー

ラ
ン

ド

政
府
委
員
と

な

り、

リ
ン

鉱
石
発

見
と

開
発

の

功
績
に

よ
っ

て

サ

ー

の

称
号
を

与
え

ら
れ

た
。

　
そ

の

サ

ー

・

ア

ル

バ

ー

ト

が

太
平
洋
戦
争

が

終
っ

て

間

も
な

い

八

月
の

あ
る

日、

ニ

ュ

ー

ジ

ー

ラ

ン

ド

の

総
理

府
か

ら
の

連
絡
で．

政

府
代
表
と

し

て、

ナ

ウ

ル

と
オ

ー

シ

ャ

ン

島
で

行
わ

れ

る

日

本
軍

降

伏

式
典
に

出
席

し
て，
欲
し
い

と
い

わ

れ

た
。

サ

ー

・

ア

ル

バ

ー

ト

は
一

九

四

五

年
に

は

す
で

に

七
十
六

歳

の

高
齢
に

達
し

て
い

た

が、

進

ん

で

そ

の

総

理

哨
の

申
し

出
に

応
ず

る

こ

と

に

し
た

。

　

ナ
ウ

ル

と

オ

ー

シ

ャ

ン

島
の

リ

ン

鉱
業
の

生
み

の

親

で

あ

る
サ

ー

・

ア

ル

バ

ー

ト

と

し

て

は、

日

本
軍

守
備
隊
の

降

伏
式
よ

り
も、

一

九
四

〇
年

十
二

月
の

ド

イ

ツ

艦
船
に

よ

る

ナ

ウ

ル

島
砲
撃、
　一

九

四

二
…・

四

五

年
の

戦

時
中
に

お

け
る

日

本
と

連
合
軍
双
方
の

砲
撃

や

爆
撃
に

よ
っ

て、

両
島
に

あ

る

BPC

の

生
産
諸
施
設

が

ど
の

程
度
に

被
害
を

う

け

て

い

る

の

か、

自
分
の

眼
で

確
か

め

た

い

と

い

う

調
査
の

方
に、

よ

り
強
い

使
命
感

を

も
っ

た

と

考
え

ら

れ

る
。

　

サ

ー

・

ア

ル

バ

ー

ト

は
一

九

四

五

年
九
月

七

日

午
前
七

時
に、

オ

ー

ク

ラ

ン

ド

空
港
を

出

発
し、

途
中
ニ

ュ

ー

カ

レ

ド

ニ

ア

の

ト

ン

ッ

ー

タ

空
港
に

寄
っ

て、

午
後
四

時
三

〇
分

ガ

ダ

ル

カ

ナ

ル

島
の
ヘ

ン

ダ

ー

ソ

ン

基
地
に
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U ） UtuaL 　 U 亠 　 LISV 　 亠 qb 亠 iL ） 凵 u ） ムロ レ」
厂UUiJ 亠 uuu

の

名
を

知
り

た

い

と
思

う
。

鈴
木
少
佐
と

共

に

署
名
し

て

い

る

も
う
一

人

の

日

本
人
ω

d

国
d
ζ

諺

は

通
訳
な

の

で

あ
ろ

う
か

。

　
《
注

　
そ

の

後
、

太
平
洋
学
会
中
島
洋
専

務
理

事
に

宛
て

ら

れ

た

大
槻

巌

氏
（

『

ソ

ロ

モ

ン

収
容
所
』

の

著
者

。

元
海
軍
第
六
十
七

警
備
隊
所
属
）

の

本
年
五

月
十
四

日

付
書
簡
に、

第
六
十
七
警
備
隊
オ

ー

シ

ャ

ン

分
遣
隊
の

指

揮
官
鈴
木
直
臣
少
佐、

先
任
将
校
佐
久
間
弥

大
尉
と

あ

る

こ

と

か
ら、

属
〉
調
00

竃
一

は

Z
鋤
700

邑
（
直
臣
） 、

ω
¢
囚
¢

ζ
〉

は

oo

 

ざ
日
p⊃
（
佐
久

間
）

の

誤

植
で

あ

ろ

う
と
察
せ

ら

れ

る

に

至
っ

た
。

》

オ
ー

シ

ャ

ン

島
の

概
要

　
サ

ー
・

ア

ル

バ

ー

ト

は

次
の

よ

う
に

書
い

て

い

る
。

「

オ
ー

シ

ャ

ン

島
民
」

に

関
す
る

章

の

冒
頭
で、

「

こ

れ
ら
の

原
住
民
は

屡
々

バ

ナ
バ

ン

と
し

て

知
ら
れ

て
い

る
。

そ

れ
は
彼

ら
の

島
が

原
住
民
の

名
で
バ

ナ

バ

だ
か

ら
で

あ
る

が、

バ

ナ
バ

は

多
分
ギ

ル

バ

ー

ト

語

で

『

サ

ン

ゴ

性

岩
石
の

陸
』

の

意
味
で

あ

ろ

う。
」

（

二

三

三

頁
）

　
ナ

ウ

ル

と
違
っ

て

ギ
ル

バ

ー

ト

諸
島
を
構

成
す
る
一

小
島
で

あ
っ

た
た

め、

オ

ー

シ

ャ

ン

島
に

関
す
る

具
体
的
な
情
報
は

少
な

か
っ

デ ィ ア マ ン テ ィ ナ号の 後甲板 に おけ るオ ーシ ャ ン 島守備 日本軍の 降伏文 書

調印式 。　 左 か ら奈良賀雄主計大尉 r．鈴木 直臣少佐，坂 田 二 郎大尉 。

　　　　　　　　　　　　　　　　 Mid− Paci丘c　OutPosts，1946よ り 。

た
。

こ

の

島
は

周
囲
約
一

〇

キ
ロ
、

面
積
五

・

七
平
方
キ

ロ

の

隆
起
サ
ン

ゴ

礁
で、

島
の

最
も
高
い

部
分
は
標
高
七

八
メ

ー

ト

ル

程
度

で

あ

る
。

　
日

本
人
に

わ
か

り
易
い

よ

う
に

比

較
し

て

み
れ

ば、

伊

豆
七
島
の

中
の

三

宅
島
の

面
積

が

五

五

二

平
方
キ
ロ

で

あ

る

か

ら、

オ

ー

シ

ャ

ン

島
は

三

宅
島
の

十
分
の
一

の

面
積
し

か

な

い

わ
け
で

あ

る。

　
オ

ー

シ

ャ

ン

島
は

南
緯
○
・

三

度、

東
経

一

七

〇

度
の

中
部
太
平
洋
に

位
置
す
る

孤
島

で、

ナ

ウ

ル

の

東
方
約
一

六
五
マ

イ

ル
、

ギ

ル

バ

ー

ト

諸
島
（
キ

リ
バ

ス
）

の

西

方
約
二

四

〇
マ

イ
ル

に

あ
る

。

ナ

ウ

ル

の

面
積
は

約

二
一

平
方
キ
ロ

、

周
囲
約
一

九

キ
ロ

で

あ

る

か

ら、

ナ

ウ

ル

に

比
べ

て

も
著
し

く

小
さ

い

島
で

あ

る
。

　

太
平
洋
戦
争
直
前
の

人
口

に

つ

い

て

も、

ナ

ウ

ル

の

ば

あ
い

は
一

九
四
一

年
ま
で

発
表

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　

ナ

　
以

原住民
＊

オ ーシ ャ ン 島　 　ナ ウ ル

　 1936年 　 　 1941 年

621

ギ ル バ ート島民
＊ ＊ 1，156

ヨ ーロ
ッ

パ 人

華

合

僑

計

134

880

2
，
791

1，827

193

68

1，429

3，517

＊ 　 オ ー
シ ャ ン 島はバ ナ バ ン ，ナ ウ ル は

　 ウ ル 人 。
＊＊

エ リス 諸島民な どギ ル バ ー ト諸島民

　 外の 労働者を含む 。

N 工工
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二

年
三

月
の

撤
退
作
戦
で、

ナ

ウ

ル

と

オ

ー．

シ

ャ

ン

島
か

ら
撤
退
し

た

の

は、

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

人
二

二

六

人、

華
僑
五

九
七
人
で

あ
っ

た
。

そ

し

て

残
留
し
た

の

は
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

入
が

ナ

ウ

ル

五

人
、

オ

ー

シ

ャ

ン

島
六
人
で、

華
僑

は

ナ

ウ

ル

の
一

八

五

人
だ
っ

た

と

い

う
。

　
ナ

ウ

ル

も
オ

ー

シ

ャ

ン

島
も
一

九

四

二

年

八

月
に
、

日

本
海
軍

陸
戦
隊
に

占
領
さ

れ

た

が、

ナ

ウ
ル

に

つ

い

て

は

日

本
軍

に

よ

る

占

領
下
の

人
日

が、

明
ら
か

に

さ

れ
て

い

る。

　
　

　

　
　
　
一

九
四

三

年

　
一

九
四

四

年

　
　

　

　
　
　
　

六

月
一

日

　
　

　

五
月

日

本
海
軍

　
　
、

　

　

陸
戦
隊

南
洋
拓
殖
職
員

日

本
入

　

　
　
＊

　

　
 

、

　

労
働
者

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

人

華

　
　
僑

ナ

ウ

ル

人

　
　→

、

そ

の

他
太
平
洋

　

　
　
諸
島
民

　

合

　
　
計

　
五、

三

八

八

　
二、

八

六

七

七
二

（

）

五

〇
〇

　
一
、

三

＝

　 　 八
一一

　 　 四 八’
　 八 四 二

｝

四 　
一

さ 　 七
二 　 九 〇

一

九
三

一

八

七

五、

八

二

〇

　
　
〈

資
料
V
一

九
四

三

年
の

人
口

は

ナ

ン

　
　
　

　

　
シ

ー
・

ヴ
イ

ヴ

ィ

ア

ニ

著
『

ナ

　
　
　

　

　
ウ

ル
」

（
一

九

七
〇
）

、

一

九

四

　
　
　

　

　
四

年
の

人
口

は
サ

ー
・

ア

ル

バ

　
　
　

　

　
ー

ト

の

著
書
に

ょ

る。

　
　
　

　
＊

朝
鮮
人

労
働
者
を

含
む

。

　
し
か

し、

オ

ー

シ

ャ

ン

島
に
つ

い

て

は

日

本

軍
占
領
下
の

人
口

は、

明
ら

か

に

な
っ

て

い

な

い
。

通
説
と

な
っ

て

い

る

の

は、

日

本

軍

が

占
領
し
た

当
時
の

オ

ー

シ

ャ

ン

島
に

は、

約
七
〇
〇
入
の
バ

ナ
バ

ン

と、

約
八

〇
〇
人

の

ギ

ル

バ

ー

ト

諸
島
民
が

い

た、

と

い

う
こ

と
で

あ
っ

た
。

し
か
し、

後
に

引
用
す
る

ナ

ベ

タ

ワ

の

脱
出
航
海
の

章
で

は、

当
時
の

原

住
民
人

口

は

二

五

〇
〇
入
弱
と

さ

れ

て

い

た
。

そ

の

中
に

約
七

〇
〇
人
の

バ

ナ
バ

ン

も
含
ま

れ
て

い

た

と

い

う。

そ

う
だ

と
す
れ

ば

ギ

ル

バ

ー

ト

諸
島
P
氏

は

約
一
・

八

〇

〇
菖

八

も
い

た

こ

と

に

な

る。

　

こ

の

サ

ー

・

ア

ル

バ

i
ト

の

得
た

人
口

関

係
の

情
報
は、

過
大
に

す
ぎ

る

と

思
わ
れ
る

け

れ
ど

も、

こ

の

こ

と
は

オ

ー

シ

ャ

ン

島
の

人
口

に

つ

い

て

は、

い

か

に

正
確
な

情
報
が

な
か
っ

た

か

と
い

う
実
情
を、

物
語

る

も
の

と
い

う
べ

き

で

あ

ろ

う
。

　
ハ

ワ

イ

大
学
で

出
版
さ

れ

た
、、

国

三
σ

暮
廿

弱

切

驀
9
ω

o
｛

ゴ
・゚冖
o
曼
．、

一

Φ

刈

¢

に

よ

れ

ば、

日

本
軍

は

真
珠
湾
攻
撃
の

直
後
に

オ

ー

シ

ャ

ン

島
を
爆
撃
し
た

が、

そ

の

当
時
の

人

ロ

は

原
住
民
（

バ

ナ
バ

ン
）

約⊥
ハ

○
○
人、

ギ

ル

バ

ー

ト
・
エ

リ

ス

藷剛
島
民
約
八

〇
〇
人、

華

僑
佑

刷一
一
〇
∩
）

人、
　

ヨ

ー

ロ

　
ッ

パ

人
　
（凵
）

（

）

−

八

と

し
て

い

る
。

　
一

九

四
二

年
三

月
の

撤
退
作
戦
で、

華

僑

の

全
部
と
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

人
の

大
部
分
が

撤
退

し

た

の

で

あ
る

か
ら、

オ

ー

シ

ャ

ン

島
に

残

留
し
た

の

は
バ

ナ

バ

ン

約
六

〇
〇
人、

ギ

ル

バ

ー

ト
・

エ

リ
ス

諸
島
民

約
八

〇
〇
人

、

そ

れ

に

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

人
六

人

と
い

う

こ

と

に

な

る。

合

計
約
一

四

〇
〇
人

が

日

本

海
軍
陸
戦
隊
が

上
陸

し

た

当

時
の

人

口

と
推
定
さ
れ

る
。

　
一

九

四

三

年
中
に

日

本
軍
は

オ

ー

シ

ャ

ン

島
の

人

口

を、

食
料
不
足

に

な

る

こ

と

を
配

慮
し
て、

島
外
に

送
り
出
す
と

い

う

措
置
を

と
っ

た

が、

何

回

に

分
け

て

何
人
が

送
り
出

さ
れ

た

の

か

に

つ

い

て

も、

サ

ー
・

ア

ル

バ

ー

ト

は

明
確
に

し

て

い

な

い
。

た

と
え

ば、

一

九
四

三

年
に

「
約
八

〇
〇
人
の

オ

ー

シ

ャ

ン

島
民
が、

ナ

ウ

ル

に

連
れ

て

こ

ら
れ
た
」

（

二

九

頁
）

と

書
い

て

い

る

が
、

こ

れ

は

他
の

部
分
で

約
七
〇
〇
人
の

バ

ナ

バ

ン

と
し

て
い

る

の

と

比
べ

て

差
異
が

目
立
つ．、

　
オ

ー

シ

ャ

ン

島
に

住
ん

で

い

た

ギ

ル

バ

！

卜
・

エ

リ
ス

諸
島
民
も、

一

九
四

三

年
中
に

三

回
に

分

け
て、

コ

ス

ラ

エ

、

ポ

ナ

ペ
、

タ

ラ

ワ

な

ど

に

送
り

出
さ

れ
た

こ

と

は

確
か

で

あ
っ

た

が、

ど

こ

に

何
人
が

送
ら
れ

て

い

っ

た
の

か

正

確
な

入
数
は

明
ら

か

で

な

い
。

　
そ

れ
で

は

送
り
出

し
が
終

っ

た

後、

日

本

軍

が

オ

ー

シ

ャ

ン

島
に

残
し

た

ギ

ル

バ

ー

ト

・

エ

リ

ス

諸
島
民
は

何
人
だ
っ

た

の

か
。

　
サ
ー

・

ア

ル

バ

ー

ト

は

そ

の

人
数
を
一

〇

〇
人
な

い

し
一

六
〇

人
と
記
し

て

い

る
。

他

の

多．
く
の

資
料
は

日

本
軍
が

残

し
て

酷

使
し

た

ギ
ル

バ

…

ト

・

エ

リ
ス

諸
島
民
を、

一

六

〇
人
あ
る

い

は

二

〇

〇
人
と

し

て

い

る
。

い

ず
れ

に

し

て

も

サ

ー

・

ア

ル

バ

ー

ト

の

い

う

よ

う

に、

日

本
軍
が

上
陸
し

た

当
時
の

オ

r

シ

ャ

ン

島
の

人

口

（
バ

ナ
バ

ン

と

ギ

ル

バ

ー

ト
・

エ

リ
ス

諸
島
民）

が、

二

五

〇

〇
人
弱

で

あ
っ

た

と
す
れ

は、

日
毒

軍
が

送

り

出
し

た

人
数
は

二

三
（

×
）

人
な
い

し

二

四

〇
〇
人

と
い

う
こ

と
に

な

り、

ナ

ウ

ル
、

タ

ラ

ワ、

コ

ス

ラ

エ
、

ポ

ナ

ペ

に

送
ら

れ

た

と
い

わ

れ

る

入
数
と、

大
き

く
く
い

ち

が
っ

て

く
る

。

日

本
軍
の

オ

ー

シ
ャ

ン

島
防
衛
体
制

　

太
平

洋
戦
争
開
始
に

さ

い

し
て、

日

本
軍

は

オ

ー

シ

ャ

ン

島
に

つ

い

て

ど
の

程

度
の

情

報
を
も
っ

て

い

た

の

で

あ

ろ

う
か

。

　

明
治
三

八

年
（
一

九（
Ψ

五

年）

か

ら

明
治

四

二

年
（
一

九
〇

九
年
）

ま

で

の

間
に、

数

百
人
の

日

本
入

が

年
期
契

約
労
働
者

と

し

て、

オ

ー

シ

ャ

ン

島
で

太
平
洋
リ

ン

鉱

業
会
社
に

雇
用

さ

れ

て
い

た
。

当
時
日

本
で

は

オ

ー

シ

ャ

ン

島
の

こ

と

を

「

大

洋
島
」

と

よ

ん

で

い

た

が、

外
務
省
関

係
の

資
料
に

も、

そ

の

島

の

地

理

的
特
質
な

ど

に

つ

い

て

解
説
し
た

も

の

が

あ
っ

た
。

し
た

が
っ

て、

開
戦
当
時
の

日

本
政
府
も
オ

ー

シ

ャ

ン

島
に

つ

い

て

は、

か

な

り
正

確
な

情
報
を

も
っ

て

い

た

と
考
え

ら
れ

る
。

　

BPC

が

バ

ナ

バ

ン

を
移
住
さ

せ

る

た

め

に、

太
平

洋
戦
争
直
前
に

フ

ィ

ジ

ー

諸
島
の

中
に

あ
る

ラ

ン

ビ

島
を

買
収
し、

バ

ナ
バ

ン

全
人

目

の

移
住
を
計
画

し

て

い

た

こ

と

に

つ

い

て

も、

日

本
政
府
は

開
戦
当
時
す

で

に

情

報
を

得
て
い

た

と

思

わ

れ
る

。

日

本
軍
が

オ

ー

シ

ャ

ン

島
占
領
後
バ

ナ
バ

ン

の

全
人
口

を、

島
外

に

送
り

出
し
た

事
実
が

そ
の

こ

と
を

反

映
し

て
い

る

と

私
は

推

察
す
る

。

　

も

ち
ろ

ん．

す
べ

て

の

バ

ナ

バ

ン

を
島
外

に

送

り
出
し

た

直
接
の

動
機
は

、

　一

九
四

三

年
初

頭
か

ら
ナ

ウ

ル

や

オ

ー

シ

ャ

ン

島
を、
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厭
　
　
　

謡
　　
　帝

猷

ビ

懸

　
　
、

繊

罠
黙

　

　
繍

p
　
　
　

　

　

尽

「

勵

津慌

H

ド

　
銀

室

韈讎

占
、−

鯲
　
癒

　
墜

　
懸冊口、『

無口
　
覇

　
ぎ，

　
．

鑼

騰

卍
　

蛇

　、
黷
総琵

鼕
躑

冊

　開戦直後の 日本軍の爆撃に よ り，廃墟 と化

し た BPC の 主要 建物の 一つ
。

　Mid − Paci儼c　 O皿 tpo8t8 よ り。

襲
っ

た

旱
ば

つ

に

よ

る

食
料
不
足
の

問
題
で

は
あ
っ

た
。

し

か

し
、

単
に

食
料
欠
乏

の

た

め

の

対
策
と

し
て

人
口

を

減
ら
す
措
置
が

必

要
だ
っ

た

な

ら、

な
ぜ

日

本
軍
の

使
役
あ
る

い

は

「

兵
補
」

と

し
て、
　一
⊥
ハ

○
人
前
後
を

残
し
た

ば
あ

い

に、

島
の

事
情
に

く
わ

し

い

バ

ナ

バ

ン

を

選
ば

ず
に、

ギ
ル

バ

ー

ト
・

エ

リ
ス

諸
島
民
を
選

ん

だ

か、

と

い

う
疑
問
に

ど
う
答
え

る
べ

き

で

あ

ろ

う
か

。

　
結
局、

日

本
軍
は

リ
ン

鉱
石
と
い

う
資
源

を
確
保
し、

そ

れ

を
採
掘
し

て

日

本
に

供
給

す
る

と
い

う

目
的
を
も
っ

て
、

ナ

ウ

ル

と

オ

ー

シ

ャ

ン

島
を
占
領
し
た

の

で

あ
る
か

ら、

オ

ー

シ

ャ

ン

島
の

鉱
区
所
有
者
で

あ
る
バ

ナ

バ

ン

を
追
い

出
し

て

お

い

た

方
が

、

リ
ン

鉱

石
を
採
掘
し

日

本
に

供
給
す
る

う

え

で、

有

利
だ
と

い

う

身
勝
手
な

配
慮
が

あ
っ

た

の

で

は
な

い

か、

と

い

う
こ

と

が

考
え

ら

れ

る
。

　
と
こ

ろ
で、

占
領
後
の

日

本
軍
は

オ

ー

シ

ャ

ン

島
を
防
衛
す
る

た

あ

に、

ど

の

よ

う
な

施
設
を
建
設
し

た

の

で

あ
ろ

う

か
。

私
見
を

述
べ

さ

せ

て

も

ら

う

な

ら、

島
の

面
積
や

地

形
か
ら

い

っ

て、

ナ

ウ

ル

の

ば

あ
い

の

よ

う

に

軍
用
飛
行
場
の

建
設
が

不
可
能
な

オ

ー

シ

ャ

ン

島
は、

連
合
軍
に

対
し
て

積
極
的
に

打

撃
を
与
え
得
る

軍
事
基
地
と
し

て

の

役
割
は

も

ち
得
な

い
。

し
た

が
っ

て、

連
A
口

軍
の

上

陸
作
戦
に

備
え

て

の

防
禦
陣
を、

建
設
す
る

の

が
唯
一

の

こ

の

島
の

日

本
軍
の

任
務
だ
っ

た

と

い

え

る
。

　
そ

こ

で

サ

ー
。

ア

ル

バ

ー

ト

の

文
章
（
第

二

十
二

章
「

ナ

ウ

ル

と

オ

ー

シ

ャ

ン

島
の

防

備
」

）

か

ら
、

次
の

引
用

を

し
て

お

く
。

　
　
「
ナ

ウ

ル

も
オ

ー

シ

ャ

ン

島
も
そ

の

無

　
愛
想
な

防
禦
し
や

す
い

上
陸
地

点、

そ

の

　
石
灰
岩
の

断
崖、

無
数
の

洞
窟
の

た

め

に

　
天
然
の

要
塞
と

い

え

よ

う
。

日

本
軍

は

自

　
ら

の

防
衛
体
制
を
つ

く
る

さ
い、

考
え

ら

　
れ

る
あ

ら
ゆ
る
方
法
で

島
の

構
造
を
利
用

　
し

た
。

時
間
が

か

ぎ

ら
れ

て

い

た

た

め

我

　
々

が

点
検
で

き

な

か
っ

た

他
の

手
段
も、

　
彼
ら

が

そ

の

目
的
の

た

め

に

と
っ

て

い

た

　
の

は

疑
問
の

余
地
が

な

い
。

　
　
オ

ー

シ

ャ

ン

島
の

条
件
は

ナ

ウ

ル

の

ば

　
あ
い

と
多
少
違
っ

て
い

る

が、

い

か

な

る

　
上
陸
攻
撃
も
す
べ

て

困
難
で

あ
っ

た
。

そ

　
の

唯
一

の

砂
浜
は

約
二

〇

〇
メ

ー

ト
ル

の

　
長
さ

で、

北
端
が

ボ

ー

ト
ハ

ー

バ

ー

に

接

　
し

て

い

る
。

島
で

最
も
適

当
な

上
陸
場
所

　
で

あ
る

こ

の

地
点
に

は、

六

イ
ン

チ

海
軍

　
砲
と
機
関
銃
の

砲
座
が、

着
弾
を
集
中
で

　
き

る
よ

う
に

配
備
さ

れ

て

い

た
。

こ

こ

か

　
ら

縦
射
す
る

砲
火
は

致

命
的
だ
っ

た

筈
で

　
あ

る
。

　
　
鋼
鉄
の

レ

ー

ル

そ

の

他
リ

ー

フ

に

配
置

　
さ

れ

た

障
害
物
も、

や

は

り
入

念
な

規
摸

　
の

も
の

で

あ
っ

た
。

そ

の

内
側
の

防
禦
線

　
と
し

て

は

「

電
流
の

通
ず
る

線
」

の

シ

ス

　
テ

ム

が

設
け
ら
れ
て
い

た
。

　
（

こ

こ

で

三

　
人
の

原
住
民
が

実
験
的
に

追
い

つ

め

ら

れ

　
て

死
亡

し

た

話
に

言
及
） 。

　
　
タ
ビ

ア

ン

村
か

ら

タ

ピ

ワ

へ

の

北
方
の

　
一

マ

イ
ル

前
後
の

海
岸
線
に

は、

尨
大
な

　
労
働
量
が

投
入
さ
れ

た

に

相
違
な

い
。

そ

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Pacific Society

NII-Electronic Library Service

The 　PaOlflo 　SOOIety

一一
⊥瑩

一u ） u ； 110u 　 ） 亠　 　亠見LU 　 i 　a し 亠亠 亠し v ） u ワ リ
’uu 」丿 亠 uuv

　
ホ
ー

ム
・

ペ

イ

を

見

下

ろ

す
日

本
軍

要
塞

。

　
　
下

の

写

真
は

内
部
か

ら

撮
っ

た

も

の
。

六
イ
ン

チ

砲
が

備
え

ら

れ

て

い

る

（
上）

。

　

　

ず
れ

も

霞
孛
団

零
凶

h

ま

O
聲

曾
呂
話

よ

り
。

い

れ
は

沖
合
の

裾
礁
の

性

質
を

考
慮
し
て

、

ボ

ー

ト

や

カ

ヌ

ー

の

楊
陸
場
を
っ

く
る

た

め

に、

幅
の

違
う
幾
つ

か

の

間
隙
を
も
つ

防
護
壁
が、

鋭
く

と
が
っ

た

石
灰
岩
で

延

々

と

築
か

れ

て
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後
で

タ

ラ

ワ

を

訪
れ

た

サ

ー
・

ア

ル

バ

ー

ト

が、

マ

ヌ

エ

ラ

特
務
曹
長
に

再
会
し

て、

直

接
に

聴
取
し
た
マ

ヌ

エ

ラ

の

供
述
の

要
約
と

い

え

る。

　
マ

ヌ

エ

ラ

に

よ

れ
ば、

上
陸
し

て

き

た

日

本
軍
が、

国
旗
の

掲
揚
式
を

行
っ

た

と

き
に

は、

原
住
民
（
バ

ナ

バ

ン

と
ギ
ル

バ

ー

ト
・

エ

リ

ス

諸
島
民
）

は、

参
列
す
る

こ

と

を
許

さ

れ
な

か
っ

た

が、

約
一

カ

月
後
に

島
内
の

四
つ

の

村
落
で、

一

種
の

国
民
会
議
が

開
か

れ、

日

本
人
の

支
配
の

下
で

原
住
民
は

整
列

さ
せ

ら

れ、

日

本
の

国
旗
に

向
っ

て

日

本
人

に

な

ら
っ

て、

三

回
最
敬
礼
さ

せ

ら
れ
た

こ

と

を、

マ

ヌ

エ

ラ

は

そ

の

や

り

方
を
実
演
し

て

み

せ

た
。

　
サ

ー
・

ア

ル

バ

ー

ト

の

質
問
に

答
え

て、

二

人
の

タ

ビ

テ

ウ
エ

ア

籬
犀

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　一

人
の

マ

イ

ア

ナ

睡

壁
青

年

四

分
の

蕩
血
青
年
の

四

人

が
、

日

本
軍

に

よ
っ

て

首
を
切
ら

れ
て

処
刑
さ

れ
た

状
況
を、

オ

ー

プ
ン

グ
レ

ー

プ

（
公

開
墓
穴）

と
よ

ん

で
、

両
手
を

背
に

う

ず
く

ま
る

姿
勢
を
と

ら
さ

れ

る

と
こ

ろ

か

ら、

マ

ス

エ

ラ

が

自
ら
演
じ
て

み

せ

た
。

そ

の

処

刑
の

現
場
に

は

す
べ

て
の

住
民
を
召
集
し、

残
虐
な

処
刑
を

目
撃
さ

せ

る

の

が
日

本
軍
の

テ
ロ

方
式
だ
っ

た、

と
彼
は

語
っ

た
。

　
こ

の

四

人
が

処
刑
さ

れ

た

原
因
は、

少
量

の

米
を

盗
ん

だ

こ

と

で

あ
っ

た
。

別
の

エ

リ

　
　
　
　

　

　
　
　
　

儒

ス

諸
島
出
身
者
は

、

日

本
兵
が

彼
の

私
物
を

入
れ

て

あ
る

箱
を、

か
き

ま

わ
し
て

い

る

の

マ ヌ エ ラ特務 曹長。

Mid − Paci血c　OutPesbSよ り。

を

見
て、

抗
議
し

た

た

め

に

銃
剣
で

刺
さ

れ

て

重
傷
を
負
い、

翌
日

死
亡

し
た

。

さ

ら
に

マ

ヌ

エ

ラ

は
「

電
流
の

通
じ

て
い

る

ワ

イ

ヤ

i
」

の

防
禦
網
に、

日

本
軍
は

目
か
く

し
を

し

た

三

人
の

原
住
民

を、

追
い

つ

め

て

感
電

死
さ

せ

た

こ

と

を

も
サ

ー
・

ア

ル

バ

ー

ト

に

話
し

た
。

　

残
留
し

て
い

た

六

人
の

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

人
に

関
す
る
マ

ヌ

エ

ラ

の

知
識
は、

彼
が

タ

ラ

ワ

に

送
り
出
さ

れ
た

時
ま

で

に
、

若
い

行
政
官

だ
っ

た

イ

ギ
リ
ス

人
力

ー

ト

ラ

イ

ト

氏
が、

わ
ず
か

な

食
料
と

強
制
的
重
労
働
の

た

め、

健
康
を

害
し

て

死
亡
し

た

こ

と

だ

け
で

あ
っ

た
。

他
の

五

人
は
マ

ヌ

エ

ラ

が
い

た
時
に

は

生
き

て

い

た

が、

い

ず
れ

も

体
力
は
極
度
に

衰
弱
し

て

い

た

こ

と、

日

本
軍
が

何
か

特
殊

な

「

治
療
」

を
し

て

い

た

ら
し
い

こ

と、

な

ど

が
マ

ヌ

エ

ラ

の

情
報
で

あ
っ

た。

サ

i
°

ア

ル

バ

6
ト

賎

ナ
ベ

腔
炉

脱

出
し
た

当
時、

オ

ー

シ

ャ

ン

島
に

残
っ

て

い

た
一

六
〇
人
前
後
の

原
住
民
（

ギ

ル

バ

ー

ト

・
エ

リ
ス

諸
島
民）

は
、

ど
う

な
っ

た

と

思

う
か

を
マ

ヌ

エ

ラ

に

質
問
し
た

。

サ

ー
・

ア

ル

バ

ー

ト

が

タ

ラ

ワ

に

到
着
し

た

当
時、

そ

の

約
一

六

〇
人
の

運

命
に

関
す
る

唯
一

の

情

報
は、

オ

ー

シ

ャ

ン

島
の

日

本
軍
守
備
隊
司

令
が、

サ

i
・

ア

ル

バ

！

ト

を

伴
っ

て

オ

ー

シ

ャ

ン

島
に

着
い

た

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

軍
の

訊
問
に

対
し

て、

陳
述
し

た

も
の

だ

け
で

あ

っ

た
。

　

そ

の

陳
述

の

内
容
は

第
二

十
一

章
に

記

録

さ
れ
て
い

る
。

　

　
「

さ

ら

に

数
名
の

将
校
と

の

イ
ン

タ
ビ

　
ュ

ー

で、

日

本
軍
司
令
は

自
発
的
に、

原

　

住
民
た

ち

は

リ

ー

フ

で

魚
を
と
る

た

め

に

　

与
え

ら
れ
て
い

た

爆
弾
を、

い

く
つ

も
か

　

く
し

て
い

て、

そ

れ
で

日

本
人
を
攻
撃
す

　

る

陰
謀
を
進
め

て
い

た

と

語
っ

た
。

そ
の

　

た

め

に

日

本
軍
は

原
住
民
た

ち

を
ボ

ー

ト

　
ハ

ー

バ

ー

近
く

の

海
岸
に

連
れ

て

い

き、

　

そ

の

全

員
を

射
殺
し
遺
体
は

海
に

投
げ
こ

　

ん

だ、

と

い

う
の

で

あ
る

。

」

　

　

「

ギ
ル

バ

ー

ト

諸
島
民
の

こ

と
を
知
っ

　

て

い

る

者
な

ら
誰
も、

完
全

武
装
し

た

四

　

倍
も
の

日

本
軍
に

対
し

て、

攻
撃
を
企
て

　

た

と
い

う

供
述
を

信
ず
る

こ

と

は

で

き

な

　
い

。

」

　

こ

う

し
た

情
報
を

確
か

め

る

た

め

に、

サ

ー

・

ア

ル

バ

ー

ト

は
マ

ヌ

エ

ラ

の

考
え

を
求

め

た

わ
け

で

あ
っ

た。

マ

ヌ

エ

ラ

は

全
員
が

殺
さ

れ

た

と
思

う
と

答
え

た
。

日

本
軍
が
残

留
ギ
ル

バ

：

ト
・

エ

リ
ス

諸
島
民
を

他
の

島

に

移
し

た

の

で

は

な

い

か、

と

い

う
可
能
性

は、

ア

メ

リ

カ

軍

哨
戒
機
が
一

九
四

三

年
十

二

月
以
後
は、

毎
日

飛
来
し

て

い

た

こ

と

を

思
え

ば

あ

り
え

な

か
っ

た、

と
マ

ヌ

エ

ラ

は

答
え

た
。

　

〈
注
一

〉

〈

注
二

〉
　
タ

ビ

テ

ウ

エ

ア

島

　

　

　
も
マ

イ

ア

ナ

島
も、

ギ
ル

バ

ー

ト

諸

　

　

　
島
に

属
す
る

環
礁
で

あ
る。

　

〈

注
三

〉

　
ナ

ベ

タ

リ

の

脱
出
に

つ

い

て

　

　

　
は

次
の

章
で

述
べ

る
。

N 工工
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ナ
ベ

タ

り
の

脱
出
・

漂
流

　
『

中
部
太
平
洋
の

前
哨
点
』

第
二

十
四

章

は、
「

ナ
ベ

タ

リ

の

カ

ヌ

i
航

海
」

と
題
し

て、

ギ

ル

バ

ー

ト

諸
島
（

今
の

キ

リ
バ

ス
）

の

ニ

ク

ナ

ウ

島
出
身
の

ナ
ベ

タ

リ

が、

一

九

四

四

年
四

月
頃
に

他
の

六

人
と

と
も

に、

三

隻
の

カ

ヌ

」

で

出
漁
し
た
ま

ま

オ

ー

シ

ャ

ン

島
に

帰
ら
ず、

約
二

四

〇
マ

イ

ル

東
方
の

ギ

ル

バ

ー

ト

諸
島
を

目
ざ
し
て

、

脱
出
を
は
か

っ

た
漂
流
航
海
の

巓
末
を
記

載
し

て

い

る
。

　
ニ

ク

ナ

ウ

島
民
は

ア

ウ

ト

リ

ガ

ー

・
カ

ヌ

ー

で

の

遠
洋
航
海
に、

伝
統
的
に

強
い

実
力

を
も
つ

と
い

わ

れ

る

が、

ア

ウ

ト

リ
ガ

ー

・

カ

ヌ

ー

は

本
来
遠
洋
航
海
に

は

不

適
当
な、

脆
弱
な

構
造
の

カ

ヌ

ー

で

あ

る
。

何
ら
か
の

理
由
で

オ

ー

シ

ャ

ン

島
か
ら

引
き
離
さ

れ

る

と、

カ

ヌ

ー

は

強
い

赤
道

海
流
に

押
し

流
さ

れ

て

二

度
と
戻
れ

な

く
な

る
。

東
を
目
ざ
し

て

も
西
に

押
し

流
さ

れ、

ナ

ウ

ル

島
に

で

も

流
れ

着
か

な

い

か
ぎ

り、

ソ

ロ

モ

ン

諸
島
ま

で

漂
流
す
る

結
果
に

な

り、

生
き
残
れ

る

チ

ャ

ン

ス

は

ほ

と
ん

ど
あ
り

え
な

い
。

　
ナ
ベ

タ

リ

ら

七
人
は

幾
つ

か

の

コ

コ

ナ
ッ

ツ、

日

本
軍
の

水
筒
に

つ

め

た

水、

そ

れ

に

魚
獲
物
と

ギ

ジ

餌
を

携
行
し
て

い

た

が、

オ

ー

シ

ャ

ン

島
を
離
れ

た

翌
晩
に

は、

三

隻
の

カ

ヌ

：

の

う
ち
三

人
が

乗
っ

て

い

た
一

隻
が

行
方
不
明

に

な
っ

た
。

残
っ

た
二

隻
は

そ

の

後
離
れ
な

い

よ

う
ロ

ー

プ

で

結
び

つ

け

て

漂

流
を

続
け

た
。

し
か

し

間
も
な

く
悪

天
候

の

た
め

カ

ヌ

ー

の

帆
が

失
わ

れ
た。

　
食
べ

物
は
釣
っ

た

魚、

水
は

雨
水
か、

雨

が

降
ら
な

け
れ

ば
サ

メ

の

血
を

飲
ん

だ
。

し

か

し、

何
日

か

後
に

ナ
ベ

タ

リ

と
仲
間
の

レ

　 ナ ベ タ リ （左 ） と ウ ェ
ーク フ ィ

ー
ル ド

少 佐。Mid − Pacifie　 OutPostSよ り。

ウ

エ

ラ

は、

も
う
一

隻
の

カ

ヌ

ー

を

見
失
っ

て

し
ま
っ

た
。

さ

ら
に
一

週
間
ほ

ど

後
の

あ

る

夜、

眠
っ

て
い

た

間
に

カ

ヌ

ー

が

顧
覆
し

て

二

人
は

海
に

投
げ
出
さ
れ
た

。

そ

し

て
ナ

ベ

タ

リ

が

カ

ヌ

ー

を
復
元
し

て
い

た

間

に、

身
体
の

衰
弱
し
て

い

た
レ

ウ

エ

ラ

の

姿
が、

見

え

な

く
な
っ

て

し

ま
っ

た。

　
孤
独
に

な
っ

た

ナ
ベ

タ

リ

は
風
と

潮
流
に

カ

ヌ

ー

を
ゆ

だ
ね

て

漂
流
を

続
け
た

。

彼
は

二

度
飛
行
機
を
見
た

が

高
度
が

高
か
っ

た

の

で
、

布
を
振
っ

た

が

気
づ

か

な

か
っ

た

ら

し

か
っ

た
。

ま
た

大

型
船
と

も
二

回

す
れ
違

っ

た
。

そ

の
一

隻
は

か

な

り

近
く
て

船
上
の

人
影
も
見

え

た

が、

ナ
ベ

タ

リ

の

カ

ヌ

ー

を

無
視
し

て

遠
ざ

か
っ

て

し

ま
っ

た
。

　
そ

の

年
の

十
一

月
に

な
っ

て、

オ

ー

シ

ャ

ン

島
を

出
て

か

ら
七
カ

月
か

か
っ

て、

ナ
ベ

タ

リ

は
ニ

ュ

ー

ギ
ニ

ア

北
方
ア

ド

ミ

ラ

ル

テ

ィ

ー

諸
島
最
大
の

島
マ

ヌ

ス

島
に

近
い、

ニ

ニ

ゴ

島
の

リ

ー

フ

に

漂
流
し

た
。

衰
弱
し

き

っ

て

い

た

ナ
ベ

タ

リ

は

翌

日

島
民
に

発
見
さ

れ、

四

日

後
に
一

人
の

医
師
が

到
着
し
て、

マ

ヌ

ス

島
の

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

軍
病
院
に

送

り

こ

ま

れ
た

。

　
病
院
で

幾
分
回
復
し

た

ナ
ベ

タ

リ

は

自
分

の

経
験
を、

説
明

で

き

る

よ

う
に

な

っ

た

の

で、

当
局
は

オ
ー

シ

ャ

ン

島
の

目

本
軍
の

動

向
に

つ

い

て、

ナ
ベ

タ

リ
の

貴
重
な

証

言
を

求
め

る

目
的
で

、

彼
は

航
空
機
で

タ

ラ

ワ

に

送
ら

れ、

そ

こ

で

健
康
を
回
復
し

た
。

　
ナ
ベ

タ

リ

ら

七
人
が

オ

ー

シ

ャ

ン

島
脱
出

を
決
意
し

た

直
接
の

動
機
は、

一

九

四

四

年

四

月
に

島
に

い

た

ギ

ル

バ

ー

ト
・

エ

リ
ス

諸

島
民

ー
サ

i
・

ア

ル

バ

ー

ト

は
こ

の

章
で

は
一

〇
〇

人
な

い

し
一

六

〇
人
と
書
い

て

い

る

ー
に

対
し
て、

日

本
軍
が

そ

の

人
数
と

同
じ

く
ら
い

多
く

の

穴
を、

堀
れ

と

命
令
し

た

こ

と
に

あ
っ

た
。

彼
ら

は
そ

れ

ら

の

穴

は

自
分
た

ち
の

墓

穴
に

さ

れ

る、

と
そ

れ
ま

で

の

墓
穴
の

端
で

の

処
刑
を
見
た

経
験
か
ら、

直
感
的
に

考
え

て

恐

怖
に

追
い

こ

ま

れ
た

か

ら
で

あ
っ

た
。

　
ナ
ベ

タ

リ
の

供
述
に

よ

れ
ば

、

オ
ー

シ

ャ

ン

島
に

残
さ

れ

て

い

た

ギ

ル

バ

ー

ト
・

エ

リ

ス

諸
島
民
の

う

ち、
「

不

思

議

な

こ

と

に

約

一

〇
〇

人
は

兵
隊
と

し

て

も
訓
練
さ

れ、

彼

ら
に

は

小
銃
も
支
給
さ

れ
て

い

た
」

と

い

う。

ナ
ベ

タ

リ

の

話
で

は

そ

れ
ら

の

原
住
民
は、

も
し

連
合
軍
が

上
陸
作
戦
を

し

て

く
る

よ

う

な

こ

と
が

あ
れ

ば、

彼
ら
は

日

本
軍

の

方
に

銃
口

を

向
け

る

こ

と

が
で

き
る、

と

い

う
決

意
を
し

て

い

た

と

い

う
の

で

あ

る
。

　
タ

ラ

ワ

で

は

ギ

ル

バ

！

ト
・
エ

リ

ス

諸

島

植
民

地

行
政
官
の

ウ

ェ

ー．
ク

フ

ィ

ー

ル

ド

少

佐
が、

ナ

ベ

タ

リ

を
預
か
っ

て、

ナ
ベ

タ

リ

に

地

図
の

読
み

方
な

ど

を
教
え
た

。

そ

の

結

果
と

し
て、

　
　
「

日

本
軍
の

人

数
や

火
力
に

つ

い

て

ば

　

か
り

で

な

く、

BPC

の

建
物
や

工

場
に

　

関
す
る

被
害
に

つ

い

て

も
情
報
が

得
ら
れ

　

た
。

幸
い

BPC

の

セ

ツ

ル

メ

ン

ト

の

図

　

面
も
そ

の

時
入
手
で

き

た
。

そ

の

デ

ー

タ

　

は
他
の

情
報
源
か

ら
の

詳
細
な

部
分
と

照

　

合
さ

れ

た

結
果、

驚
く
ほ

ど

正

確
な

こ

と

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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が
証

明
さ

れ

た
。

ナ

ベ

タ

リ

の

観
察
力
は

　

非
凡

な

も
の

と
考
え

ざ
る

を

得
な

い
。

」

　
ナ
ベ

タ

リ

は
六
人
の

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

入
の

運

命

に

つ

い

て

も、

二

人
は
死

亡
し
た

こ

と、

他
の

四

人
に

つ

い

て

も
そ

の

姿
が
見

え

な

か

’
．

た

の

で、

恐
ら
く
死

亡
し

た

と
思

わ

れ
る

こ

と

を

話
し

た。

　
ウ

ェ

ー

ク

フ

ィ

ー

ル

ド

少
佐

は

ナ
ベ

タ

リ

を、

オ

ー

シ

ャ

ン

島
で

の

日

本
軍
降
伏
式、

英
国
旗
掲
湯
式
に

立

ち

合
わ

せ

る

た

め

に

連

れ

て

行
っ

た
。

サ

ー

・

ア

ル

バ

ー

ト

は

そ

の

さ
い
、

ギ

ル

バ

t
ト

諸
島
民
流

の

明
る

い

微

笑
を

す
る

二

十
六

才
の

ナ
ベ

タ

リ
に

会
っ

た
。

カ

ブ
ナ

レ

の

奇
跡
的
な
脱
出

　
「

オ

ー

シ

ャ

ン

島
の

日

本
海
軍
陸
戦
隊

司

令
鈴
木
少
佐
が、

約
一

六
〇
人
の

ギ

ル

バ

ー

ト

諸
島
民
と
エ

リ

ス

諸
島
民
が、

ど

の

よ

う
に

日

本
軍
に

向
っ

て

蜂
起
し、

そ

れ

に

続
い

た

交
戦
で

全
員

が

ど

の

よ

う
に

射
殺
さ

れ
た

か

を、

よ

ど

み

な

い

口

調
で

語
っ

た

と
き、

我
々

の

誰
一

人
と
し

て

そ

の

言

葉
を
信
じ

な

か
っ

た
。

状
況
が

ど

う

で

あ
っ

た

に

し

ろ、

原
住
民
は

そ

ん

な，
比

倒
的
な
優
劣
の

差
を
無
視
し
て、

そ

う

し

た

暴

挙
は

決
し

て

企
て

な
い

良
識
を

も
っ

て

い

た

筈
で

あ
る

。

し
か

し、

ど

の

よ

う

な

反
論
が

で

き

よ

う
か

。

彼
ら

は
一

人

残

ら

ず
死
ん

だ

の

で

あ
る

。

そ

う
我
々

は

考

え

ざ
る

を
得
な

か
っ

た

し、

そ

れ

だ

け

に

事
態

は

望
み
の

な

い

も
の

と

思
え

た
。

と

　

こ

ろ

が、

驚
く
べ

き

こ

と

に
一

人
だ

け

脱

　

出
者
が

い

て
、

｝

部
始
終
を
物
語

る

と

い

　

う、

『

事

実
は

小
説
よ

り

も
奇
な

り
』

が

　

再
現
さ

れ

た

の

で

あ
る

。

L

　

こ

ん

な

書
き
出
し

で

始
ま

る
第
三

十
九
章

「
大
虐
殺
・

カ

ブ
ナ
レ

の

脱
出
」

は、
　一

九

四

五

年
十
二

月
に

な
っ

て

か
ら
四

カ

月
近
い

隠
遁
生
活
の

後
に
、

姿
を

あ
ら
わ

し
た
ニ

ク

ナ

ウ

島
出
身
の

カ

プ

ナ

レ

が、

い

か

に

し
て

日

本
軍
の

虐
殺
を

危
機
一

発
で

免
れ、

い

か

に

し

て

生
き

の

び
た

か

の

物
語

り

で

あ
る

。

　

こ

の
立
早

は
サ

ー

・

ア

ル

バ

ー

ト

が
ニ

ュ

ー

ジ

ー

ラ

ン

ド

に

帰
っ

て、

ニ

カ

月
も

た

っ

て

か・
リ

ギ
ル

バ

ー

ト
・

エ

リ
ス

諸
巨
澗

植
艮
地押
官

政
官
ウ

ェ

ー

ク
フ

ィ

！

ル

ド

少
佐
か

ら、

受

取
っ

た

手
紙
を

引
用
す
る

形
で

書
か

れ

た

も

の

で

あ
る
。

こ

こ

で

は

カ

ブ
ナ

レ

が

終
戦
を

知
ら

さ

れ

た

時
の

シ

ー

ン

を、

サ

ー
。

ア

ル

バ

ー

ト

の

文

章
か

ら

引
用
す

る

順
序
で

記

述

を

進
め

た

い．．

　

　

「

原
住

民
は

幾
つ

か

の

班
に

分
け

ら

れ、

　

さ

き
に

述
べ

た

ナ
ベ

タ

リ

の

供
述
と
一

致

　

し
て、

兵
隊
と

し

て

訓
練
さ

れ

た

以

外
に
、

　

そ

れ
ぞ

れ

違
っ

た

任
務
を

与
え

ら
れ

て
い

　

た

ら
し

い
。

カ

ブ
ナ

レ

の

班
は−
八

名
で

構

　

成
さ
れ

て

漁
業
を

や

ら

さ

れ、

毎
日

昼
間

　

と

胃
の

う

ち
は

海
に

出
て
い

た
。

彼
ら
は

　
一

人
の

日

本
兵
の

攴
配

下
に

お

か

れ、

時

　

折、

海
が

荒
れ

天
候
の

悪
い

た

め

に

起
こ

　
っ

た

こ

と

だ

が、
　一

匹
の

魚
も
と

れ

な

か

　
っ

た

と
き
に

は、

彼
ら
の

顔
に

は

日

本
兵

　

が

平
手
打
ち

を
く
わ

せ

た
。

　

　

平

和
が

戻
っ

た

と
宣

言
さ

れ

た

日

に
、

　

原
住
民
は

全
員
オ

ー

シ

ャ

ン

島
の

中
心
施

　

設
に

集
合
さ

せ

ら

れ
た

。

一

人
の

日

本
士

　

官
が

彼
ら

に

戦
争
は

終
っ

た

こ

と、

自
分

　

た

ち

日

本
人

は
間

も
な

く

島
を

去
る

こ

と

　

を
告
げ
た

、

カ

ブ
ナ

レ

の

班
員
は

心

の

中

　

で

は

狂
喜
し

た

が、

原
住
民
は

そ

の

場
で

　

は

自
分
た

ち

の

感
情
を
あ

ら

わ

す
の

を

恐

　

れ
た

。

し

か

し、

敵
は

原
往
民
に

つ

い

て

　

全
く

別

の

プ

ロ

グ
ラ

ム

を

も
っ

て

い

た

の

　

だ
G

」

　

そ

の

プ

ロ

グ

ラ
ム

と

カ

プ

ナ
レ

の

危
機
一

発
の

脱
出

を、

ウ

ェ

ー

ク

フ

ィ

ー

ル

ド・
少

佐

の

手
紙
に

よ
っ

て、

説
明
し
よ

う。

　

八

月
十

八

日

頃、

カ

ブ

ナ

レ

は

他
の

七

人

と
共
に、

タ

ビ

ア

ン

村
か

ら

ド・
っ

て

い

っ

た

と
こ

ろ

に

あ

る

断
崖
の

上
に

連
れ

て

い

か

れ、

．
両

手
を
背
後
で

し

ば

ら

れ、

目

か

く

し

を

さ

れ、

互
い

に

寄
り

添
う

形
で

断
崖
の

端
に

し

ゃ

が

ま
せ

ら

れ

た。
　 

人
の

原
住
民
に
…

人

の

兵
士
が

つ

い

て
い

た
。

　

カ

プ

ナ
レ

た

ち

は

運

を
天
に

ま
か

せ

ざ

る

を
え

な

か
っ

た
o

彼
は

隣
に

い

た

フ

ァ

ラ

イ

リ

ヴ
ァ

が

神
の

名
を
と

な

え

る

の

を
聞
い

て、

そ

れ

で

良
い、

私
は

覚
悟
が

で

き
て

い

る

と

声
を

か

け

た
。

次
の

瞬
間
カ

ブ
ナ

レ

は

誰
か

が

刺
さ

れ

た

よ

う

な、

強
い

叫
び

声
を

あ

げ

る
の

を
聞
い

た
、

そ

れ
と
同
時
に

カ

ブ

ナ

レ

は

断
崖
か

ら

転
落
し

た
。

そ

れ

は

無
意
識
の

う
ち
に

起
こ
っ

た

行

為
だ
っ

た

が、

そ

の

お

か

げ
で

カ

ブ

ナ

レ

は

助
か
っ

た
。

断
崖
は

七

メ

ー

ト

ル

ほ

ど

で、

下
に

は

潮
が

み

ち
は

じ

め

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

血

て
い

た

が

水
深
は

浅
か

っ

た
。

　
　

　

　

　
　
蹴

　

落
ぢ
た

カ

ブ

ナ
レ

は

死
ん

だ

ふ

り

を
し

た。

町

断
崖
の

L
か

ら
何

発
か

の

銃
声

が

き

こ

え

た

 

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

し

が、

彼
に

は

命
中
し
な

か
っ

た
。

両

手
を

し

　
。

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

血

ば
ら

れ

目
か

く
し

さ

れ

た

ま
ま、

し

ば
ら
く

　
m

じ
・

と

し
て

い

た

彼
は、

日

本
兵
が

去
っ

た

皿

と

信
じ

ら
れ

る

ま
で

待
・

た

が・

そ

の

間
に

田

フ

ァ

ラ

イ

リ

ヴ

・

が

波
に

押
さ

れ

て

き

た
。

M

し

か

し、

す

で

に

死
ん

で

い

た
。

　

カ

ブ

ナ
レ

は

立
ち

上
っ

て

鋭
い

岩
の

と

こ

ろ
へ

渡
っ

て

行

き、

岩
角
で

両
手
を
し
は
っ

た
ロ

ー

ブ

を

切
断
し、

目
か

く
し

を
は

ず

し

た
。

ま

わ
り

に

は

死
ん

だ

男
た

ち

が

浮
か

ん

で

い

た

が、

彼
は

隣
接
の

小
さ
い

湾
内
に

あ

る

洞
穴
の

く

ほ

み

に

よ

じ

の

ぼ

っ

て、

身
を

か

く

し

た
。

　
，

晩

中
澗
穴

の

中
に

い

た

カ

プ

ナ

レ

は、

翌

日

の

真
昼

頃
に

非
常

な

低
空
飛
行

を

す
る

飛
行
機
の

爆
立

日

を

聞
い

た
。

そ

れ
は

約
三

〇

分
も

続
い

た
。

そ

の

こ

と
を
後
に

聞
い

た

ウ

ェ

ー

ク

フ

ィ

ー

ル

ド

少
佐
は、

そ

れ

が

タ

ラ

ワ

か

ら
飛
来
し

て

日

本
兵
の

た

め

に
、

講
和

を

確

認

さ
せ

る

リ
ー

フ

レ

ン

ト

を
投
下
し

た

連
合
軍

の

軍

用

機
で

あ
っ

た
、

と

い

う

こ

と

に

思
い

あ

た

っ

た。

　

そ

の

頃、

日

本
軍
は

不
利
と

な

る

証
拠
を

．

掃
す
る

た

め、

何

人
も
の

日

本
兵
に

海
岸

で

す
べ

て

の

原
住
民
の

遺
体
を

集

め

さ

せ、

ラ

ン

チ

で

外
洋
に

運

ん

で

捨
て

る

作
業
を

し

て
い

た
。

し
か

し、

洞

穴
内

の

カ

ブ

ナ

レ

は

そ

う

し

た

状
況
を
知

ら

ず．

第
二

夜
と

そ

の

次
の

日

も

終
日

そ

こ

に

か

く

れ

て

い

た
。
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そ
の

後
コ

コ

ナ

ッ

ツ

を

求
め

て、

彼
は

内

陸
部
に

夜
に

な
っ

て

歩
い

て

行
き

、

適
当
な

洞
穴
を
見
つ

け

て

そ

こ

に

住
み
つ

き、

夜
は

コ

コ

ナ

ッ

ツ

を

と
っ

て

暮
す
生
活
を

三

ヵ

月

も
続
け
た

。

　

カ

ブ

ナ
レ

は

時
々

近
く
の

高
い

木
に

登
っ

て、

島
の

様
子
を
観
察
し

た

が
、

深
い

木
の

葉
の

お
か

げ
で

下
か

ら
は

彼
の

姿
は

見
え
な

か
っ

た
。

彼
は

何
隻
か

の

輸
送
船
を

見
た

り、

遠
く
に

ユ

ニ

オ

ン

。

ジ

ャ

ッ

ク

の

旗
が

掲
げ

ら
れ

て

い

る

の

を

見
て

も、

日

本
軍
の

ト

リ

ッ

ク

か

も
知

れ
な

い

と

思
っ

て、

す
で

に

連

合
軍
の

支
配
下
に

あ
り、

日

本
軍
は
降
伏
し

て

撤
退
し

て

い

た

こ

と

に

気
付
い

て

い

な

か

っ

た
。

　

し

か

し

十
二

月
に

な

っ

て、

余
り

遠
く
な

い

所
に

止
ま
っ

た
一

台
の

ト

ラ

ッ

ク

に

乗
っ

て
い

る

人
々

が、

ギ

ル

バ

ー

ト

諸
島
民
だ

と

確
認
し

て、

木
か

ら
降
り
る

気
に

な
っ

た
。

そ

し
て、

二

人
の

原
住
民
が

ヤ

シ

酒
を

と
る

た

め

に

持
っ

て

い

た
ビ

ン

が、

チ

リ
ン

と
ふ

れ
合
う

音
を

聞
い

て、

彼
は
二

人
の

あ
と
を

追
い、

「

カ
ム

・

ナ
・

マ

ウ

リ
」

（

挨
拶
の

言

葉
）

と

声
を

か

け

た
。

二

人
は

驚
い

た

が
す

ぐ
に

安
心
し
た

様
子
で、

た

た

み

か

け

る

よ

う
に

質
問
を
あ

び

せ

て

き
た

。

カ ブナ レ （左） とナ ベ タ リ。

Mid − Pa ¢ ific　OutPostsよ り。

　

そ

れ
は
一

九

四

五

年
十
二

月
二

日

の

午
後

で

あ
っ

た
。

ウ

ェ

ー

ク

フ

ィ

ー

ル

ド

少
佐
の

手
紙
か
ら

引
用

し

て

お
こ

う
。

　

　
「

先
週
の

日

曜

日

（

一

九

四

五

年
十
二

　

月
二

日
）

の

午
後、

私
は
数
人
の

兵
と
共

　

に

倉
庫
の

中
で

仕
事
を

し
て

い

た

時、

普

　

段
は

物
静
か

な

私
の

先
任
事
務
員
と

通

訳

　

と

が、

馳
け

こ

ん

で

き

た
。

彼
は

非
常
に

　

興
奮
し

て
い

て、

す
ぐ
に

は

口

も

き
け
な

　

か
っ

た
。

息
を
き

ら
せ

た
彼
の

説
明
か

ら、

　

私
は
つ

い

今
し

が

た

不
審
な
一

人
の

男
が

　

見
つ

か
っ

た

の

で、

私
の

と

こ

ろ

に

連
れ

　

て

く
る

と
こ

ろ

な

の

だ

と
了

解
し

た
。

私

　

が

さ

ら

に

事
務
員
に

質
問
す
る

よ

り
先
に、

　
一

人
の

亡
霊
が

興
奮
し

た
ヤ
ジ

馬
に

囲
ま

　

れ

て

護
送

さ

れ
て

き
た

。

」

　

そ

れ

が

カ

ブ

ナ

レ

で

あ
っ

た。

彼
は

「

完

全
に

剃
ら

れ
た

頭
と
鋭
い

目
付
を
も
ち、

黄

色
い

肌
の

色
」

を
し

て

い

た
。

頭
髪
は

自
分

で

ガ

ラ

ス

の

破
片
で

剃
っ

た

か

ら
で

あ

り、

皮
膚
の

色
は

何

カ

月
も
洞
穴

に

ひ

そ

ん

で

い

た

か

ら

で

あ
っ

た
。

両
腕
を
放
さ
れ

た

彼
は

し
ば
ら

く
立

ち

す
く
ん

だ

ま

ま、

機
敏
に

ま

わ
り
を

見
ま
わ

し
て
い

た

が、

や

が
て

ギ

ル

バ

t
ト

語

で

熱
弁
を

ふ

る
い

は

じ
め

た
。

　

ウ

ェ

ー

ク

フ

ィ

ー

ル

ド

少
佐
は

日

本
軍
の

残
虐
行
為
を、

目
撃
し

熟
知
し

て

い

る

唯
一

人
の

証
人
が、

奇
跡
的
に

生
き

残
っ

て

い

た

こ

と

を

知
っ

た。

そ

し

て
シ

ョ

ッ

ク

と

栄
養

失
調
の

た

め

に、

危
険
な

健
康
状
態
に

あ
っ

た
カ

プ
ナ
レ

を

入
院
さ

せ

た
。

数
日

後、

彼

は

回

復
し
て

恐
ろ
し
い

経
験
の

具
体
的
な
説

明
ば
か
り

で

な

く、

ウ

ェ

ー

ク

フ

ィ

ー

ル

ド

少
佐
を
案
内
し

て、

色
々

な

出
来
事
が

演
じ

ら
れ

た
現

場
を

説
明
す
る

こ

と

が

で

き

た
。

　
サ

ー

・

ア

ル

バ

ー

ト

は
次
の

よ

う
に

つ

け

加
え
て

い

る。

　
　

「

彼
の

冒
険
は

ま

だ

終
っ

て

い

な

い
。

　
と
い

う
の

は

急
い

で

ナ

ウ

ル

に

連
れ

て

行

　
か

れ、

そ

こ

か

ら
飛
行
機
で

ト
ロ

キ

ナ

も

　
し
く
は

ラ
バ

ウ

ル

に

飛
ん

だ
。

そ

こ

で

ナ

　
ウ

ル

と
オ
ー

シ

ャ

ン

島
か

ら

先
に

着
い

て

　
い

る

他
の

原
住
民
と

合
流
し

て
、

処
罰
さ

　
れ

ず
に

は

済
ま

さ

れ
な

い

特
定
の

日

本
兵

　
の

残
虐
行
為
に

つ

い

て、

証

言
す
る

予
定

　
だ

か

ら
で

あ
る。

」

お
わ
り
に

　
以
上

で

サ

ー

・

ア

ル

バ

ー

ト
・

エ

リ
ス

の

『

中
部
太
平
洋
の

前
哨
点
』

に

よ

る

オ

ー

シ

ャ

ン

島
の

日

本
海
軍
に

関
す
る

紹
介
を
終
る

。

　
し
か

し、

こ

こ

で

付
言
し

て

お

き
た
い

こ

と
は

、

サ
i
・

ア

ル

バ

ー

ト

が

同

書
で

示
し

て
い

る、
　一

九
四

五
年
十
二

月
十
五

日

に、

新
し
い

入
植
地
ラ

ン

ビ

島
の

ヌ

ク

港
に

「

ト

リ

オ

ナ
」

号
か

ら

上
陸
し
た

人

数
で

あ

る
。

そ

れ

は

次
の

よ

う
に

分
類
し

て

示
さ

れ

て

い

る

（

二

四

〇

頁）
。

　
　

　

　
バ

ナ

バ

ン

　

ギ
ル
バ

ー
ト

　
A
ロ

　

計

　
　

　

　
　
　
　

　

　

諸
島
民

　
男
性

　

　一

八

五

　一

五
二

　

三

三

七

　
女
性
　
　
二

〇
〇

　
　
九
七
　
　
二

九
七

　
児
童

　
　
三
一

八
　
　
五
一
　
　

三

六
九
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合
計

　
　

七
〇
三

　
三

〇
〇

　
一
、

○
〇

三

　
こ

の

人
数
を

見

て

受
け
る

印
象
は、

オ

ー

シ

ャ

ン

島
を

追
わ

れ
て

以
後
の

二

年
半
ほ

ど

の

間
に、

生
ま

れ
た

子
供
も

い

た

こ

と

は

確

か

で

あ

る

が、

バ

ナ

バ

ン

に

関
す
る

か

ぎ

り

は、

そ

れ

ほ

ど

日

本
軍
に

殺
さ

れ
た

り、

追

放
さ

れ

て

い

た

島
で

死
亡
し

た

人
た

ち
は

、

多
く
な

か
っ

た

と

い

う

こ

と

で

あ
る

。

　
こ

こ

で

蛇
足
で

は

あ

る

が、

サ

ー
・

ア

ル

倍
ト

が

紹
介
し
た
ル

シ

ア

牧
師
と
マ

ヌ

エ

ラ

特
務
曹
長
が、

そ

の

後
ど
の

よ

う
な

役
割

を

演
じ

た

か

に

つ

い

て、

南
太
平
洋
大
学
の

出
版
物
「

ツ

ヴ

ァ

ル

史
」

　
→

亳
巴
自

…
帥

臣
ω

8
蓑
（

一
 

cO
ω

）

に

よ

っ

て、

ふ

れ
て

お
き

た
い

。

　
サ

ー

・

ア

ル

バ

ー

ト

は
ル

シ

ア

牧
師
の

綴

り

を
、

剛

国
ω

8
鬥

幻

昜
障

と
し

て

い

た

の

に

対

し
て、

南
太
平
洋
大
学
の

出
版
物
は
勺

器
δ
円

r
己
ω

冨

と

綴
っ

て

い

る

が、

同
一

人
物
で

あ

る

こ

と

は、

そ

の

夫
人
が

サ

モ

ア

人
セ

ネ
マ

と

し
て、

双
方
の

本
に

明

記
さ
れ

て

い

る

こ

と

か

ら
も

明
ら
か

で

あ

る
。

　
「

ツ

ヴ
ァ

ル

史
」

に

よ

れ

ば、

ル

シ

ア

牧

師
は

戦
後
同
じ

オ

ー

シ

ャ

ン

島
で

伝
道
し

て

い

た

が、

ツ

ヴ
ァ

ル

の

教
会
が

サ

モ

ア

の

支

配
下
に

あ

り、

伝
道

も
サ

モ

ア

語

で

行
わ

れ

る

伝
統
に

対
し
て、

次
第
に

批
判
的
な

姿

勢
を

強
め、

｝

九
四

七

年
に

ツ

ヴ
ァ

ル

に

い

る

ツ

ヴ
ァ

ル

人
牧
師
た

ち
に

書
面
で、

す
べ

て

の

サ

モ

ア

人

牧

師
を

サ

モ

ア

に

返

し
、

教
会
の

非
サ

モ

ア

化
を

実
現
す
る

よ

う
、

教

会
の

総
会
に

要
請
す
べ

き
だ

と
主

張
し

た
。

　
こ

の

ル

シ

ア

牧
師
の

運
動
は

す
ぐ
に

は

受

け
い

れ
ら
れ

な

か
っ

た

が
、

年
と

共
に

そ

の

運
動
の

支
持
者
は

多
く
な

り、

一

九

五
二

年

に

教
会
の

総
会
も
そ

の

問
題
に

取
組
み

は

じ

め

た。

し

か

し、

ル

シ

ア

牧
師
が

創
始
し

た

非
サ

モ

ア

化
の

運
動
が、

実
現

さ
れ

た
の

は

一

九

五

八

年
に

な
っ

て

か

ら

で

あ
っ

た
。

そ

し
て

独
自
の

ツ

ヴ
ァ

ル

教
会
が

創
設
さ

れ

た

の

で

あ
っ

た
。

　
一

方、

マ

ヌ

エ

ラ

特
務
曹
長
は
日

本
軍
に

ょ
っ

て

タ

ラ

ワ

に

送

ら
れ

て

か

ら、

食
料
や

医
薬
品
の

欠
乏

に

悩
む
ツ

ヴ

ァ

ル

人
た

ち

の

リ
ー

ダ

ー

と

し

て、

色
々

な

努
力
を
し
激
励

も

し

た
。

そ

し

て
一

九
四

三

年
十
一

月
に

ア

メ

リ

カ

軍

が、

タ

ラ

ワ

を
日

本
軍
か

ら

解
放

し

た

後
は、

マ

ヌ

エ

ラ

が

指
揮
者
と

な
っ

て

「

ギ
ル

バ

ー

ト
・
エ

リ
ス

労
働
部
隊」

を
組

織
し

た
。

ア

メ

リ

カ

軍
の

た

め

の

建
物
や

飛

行
場
の

建
設、

補
給
物
資
の

移
動
な

ど

の

作

業
を

行
っ

て、

戦
争
目
的
達
成
を

支
援
し、

文
民

政
府
の

再
建
に

協
力
し

た
。

　
こ

の

労
働
部
隊
は
一

九
四

五
年
八

月、

日

本
の

降
伏
に

よ

っ

て

解
散
し

た
。

し

か

し、

ツ

ヴ

ァ

ル

人
た

ち

を
故
郷
に

送
還

す
る

輸
送

船
は、

同
年
十
二

月
ま

で

配
船
さ

れ

て

こ

な

か
っ

た
。

　
（

マ

ヌ

エ

ラ

は

そ

の

後
MBE

ζ
Φ

臼
げ

臼

o
圃

芸
o

しU
二
註
ω

げ

国

目
豆

器

と
い

う、

一

種
の

勲
章
を

受
け
た、

と

サ

ー

・

ア

ル

バ

ー

ト

は

書
い

て

い

る
。

）

　
も
う
一

つ

蛇
足

を

追
加
す
る

。

そ

れ
は

昭

和
四

十
六
年
九
月
に、

フ

ィ

ジ

ー

を
現
地
調

査
し

た

財
団
法
人
高
速

道
路
調
査
会
の

メ

ン

バ

ー

が、

恐
ら

く
日

本
人
と
し

て

始
め

て

ラ

ン

ビ

島
を

訪
れ

た

こ

と
で

あ
る

。

昭
和
四

十

七
年
三

月
に

出
版
さ

れ

た

そ

の

『

南
太
平
洋

地
域
総
A
口

開
発
調
査
報
告
書
』

に

は、
　
「

ラ

ン

ビ

r
島
の

開
発
計
画
（
フ

ィ

ジ

ー

に

お

け

る

ケ

ー

ス

・

ス

タ

デ
ィ

ご

が、

三

九

ー
四

四

頁
に

収
め

ら

れ
て

い

る
。

　
き

わ

め

て

簡
単
で

は

あ

る

が、

バ

ナ
バ

ン

が

ラ

ン

ビ

島
に

入
植
す
る

に

至
っ

た

経
緯
も

説
明
さ

れ
て

い

て、

そ

の

説
明
も
日

本
に

お

け

る

最
初
の

も
の

で

あ
っ

た
。

　

釦
『

ミ

ッ

ド
パ

シ

フ

ィ

ッ

ク
・

ア

ゥ

ト

ポ

　

さ

ス

ツ
』

に

付
さ

れ

た

降
状
文

書
の

全
文

は
、

　
　

　　
　

75115

ペ

ー

ジ

に

掲
載
し

た
。

（　

　

　
　
　
　
　

〈
太

平
洋
学
会
事
務
局

〉

　オ ーシ ャ ン 島 の 港で ，オ ース トラ リ

ア 軍 の た め の使役 に 従事する日本兵 。
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　オ
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